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きじまるくん

　11月15日（金）、総合文化会館ピピァにおいて、来年の春に小学校へ入学する子

どもたち160名を祝って「七つの祝」祝賀式が行われました。

　式終了後、記念撮影とアトラクションが行われました。子どもたちの成長し

た姿にご両親もさぞかし、満足したことでしょう。

’●



．
鰐
ゴ

　
総
務
庁
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
改
善
対
策
の
効
果
を
測
定
し
、
同
和
地
区
の
実
態
や

国
民
意
識
な
ど
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
地
区
概
況
調
査
」
　
「
生
活
実
態

調
査
」
お
よ
び
「
意
識
調
査
」
の
三
種
類
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
、

と
く
に
身
近
な
意
識
調
査
の
抜
粋
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
集
計
表
に
A
票
、
B
票
と
あ
り
ま
す
が
、
A
票
に
つ
い
て
は
対
象
世
帯
の
世

帯
主
な
ど
を
対
象
に
、
B
票
に
つ
い
て
は
対
象
地
域
外
に
居
住
す
る
入
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
B
票
A
サ
ン
ブ
ル
は
、
B
票
か
ら
有
権
者
数
比
率
を
加
味
し
た
抽
出
集
計
（
同

和
地
区
外
の
者
の
全
国
的
傾
向
を
把
握
し
、
A
票
と
比
較
す
る
と
き
に
利
用
）
、
B
票

A
サ
ン
ブ
ル
3
6
は
、
B
票
A
サ
ン
ブ
ル
か
ら
同
和
地
区
の
あ
る
三
±
パ
府
県
を
抽
出
集

計
（
昭
和
六
十
年
度
実
態
把
握
の
意
識
把
握
B
票
と
の
比
較
に
利
用
）
し
ま
し
た
。

意
識
調
査
（
抜
粋
）

（
質
問
一
）
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
な
風

習
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
う
ち
あ
な
た

は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

o
結
婚
相
手
を
き
め
る
と
き
に
、
家
柄

　
と
か
血
筋
を
問
題
に
す
る
風
習

①
当
然
の
こ
と
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
い
つ
も
気
に
し
て
い
る
）

②
お
か
し
い
と
思
う
が
、
自
分
だ
け
反

　
対
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
。

③
ま
ち
が
っ
て
い
る
か
ら
な
く
し
て
い

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
（
質
問
二
）
結
婚
は
ふ
た
り
の
合
意
に

よ
り
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
、
家
族
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
反
対

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま

す
か
。

①
当
人
同
士
の
合
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。

　
ま
わ
り
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
べ
き

　
で
は
な
い
。

②
家
族
や
ま
わ
り
の
人
の
意
見
も
無
視

　
で
き
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

　
当
人
同
士
の
合
意
が
よ
り
尊
重
さ
れ

　
る
べ
き
で
あ
る
。

③
当
人
同
士
の
合
意
も
無
視
で
き
な
い

　
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
家
族
や

　
ま
わ
り
の
人
の
意
見
が
よ
り
尊
重
さ

　
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
あ
き
ら
か
に
家
族
や
ま
わ
り
の
人
の

　
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
質
問
三
）
日
本
の
人
権
問
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
次
の
う
ち
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

○
今
の
日
本
は
、
基
本
的
人
権
が
尊
重

　
さ
れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
。

①
そ
う
思
う

②
い
ち
が
い
に
は
い
え
な
い
。

③
そ
う
は
思
わ
な
い
。

　
（
質
問
四
）
日
本
の
社
会
に
は
、
基
本

的
人
権
に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
が
関
心
の
あ

る
も
の
を
す
べ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

①
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
「
体
罰
」

　
間
題

②
女
性
間
題

質問1）結婚相手と家柄（地域ブロック別）一A票一

区　　　分 回答者数 当　　然 仕方がない なくすぺき 不　　明

関　　　　東 3，662人 4．7％ 16．6％ 77．7％ 0．9％

中　　　　部 4，230 5．6 20．0 73．0 1．4

近　　　　畿 22，212 6．4 17．6 74．3 1．7

中　　　　国 6，707 5．7 17．2 75．8 1．3

四　　　　国 6，439 5．9 17．9 75．3 0．9

九　　　　州 8，302 5．4 14．8 79．3 1．6

③
障
害
者
問
題

④
在
日
外
国
人
問
題

⑤
ア
イ
ヌ
（
ウ
タ
リ
）
問
題

（質問1）結婚相手と家柄（地域ブロック別）一B票一（質問2）結婚に関する意見一A票・B票Aサンプルー

区　　　　　　分

平　成　5　年　度 昭和60年度 区　　　分 回答者数 当　　然 仕方がない なくすべき 不　　明

A　　票 B票A
サンプル

B票Aサ
ンプル36

A　　票 B　　票 北海道・東北 2，487人 12．2％ 31．8％ 54．3％ 1．7％

回答者数 51，552人 7，002人 5，209人 9，907人 4，272人 関　　　　東 2，252 13．7 29．2 55．9％ 1．2

当人同士の合意 33．8％ 11．2％ 10．6％ 36．1％ 9．5％ 中　　　　部 2，572 15．0 32．4 51．5 1．1

どちらかといえば当人同士 60．5 81．4 81．8 57．4 79．4 近　　　　畿 2，434 13．4 32．5 52．2 1．9

どちらかといえば家族 3．8 5．9 6．0 4
，

．7 7．4 中　　　　国 2，716 13．5 34．8 50．0 1．8

家族やまわりの意見 1．0 0．8 0．8 1．0 0．9 四　　　　国 2，600 19．3 34．8 43．6 2．3

不　　明 1．0 0．7 0．8 0．8 2．8 九　　　　州 2，207 12．7 29．2 56．0 2．0

⑥
同
和
間
題

⑦
そ
の
他
の
問
題

⑧
特
に
な
し

（質問3）日本の基本的人権（地域ブロック別）一B票一（質問3）日本の基本的人権（地域ブロック別）一A票一

区　　分 回答者数 そ・う思う
いちがいに
はいえない

そう思わな
い

不　　明 区　　分 回答者数 そう思う
いちがいに
はいえない

そう思わな
い

不　　明

関　　　　東 3，662人 24．4％ 48．3％ 26．2％ 1．1％ 北海道・東北 2，487人 27．1％ 57．5％ 14．6％ 0．7％

中　　　　部 4，230 21．4％ 48．8 28．8 1．0 関　　　　東 2，252 27．2 58．9 13．4 0．5

近　　　　畿 22，212 18．3 48．4 31．4 1．9 中　　　　部 2，572 28．4 58．2 12．7 0．7

中　　　　国 6，707 19．3 46．3 33．1 1．3 近　　　　畿 2，434 23．8 58．5 17．1 0．5

四　　　　国 6，439 17．6 45．4 36．3 0．7 中　　　　国 2，716 24．8 57．7 16．9 0．6

九　　　　州 8，302 18．3 48．8 31．4 1．6 四　　　　国 2，600 27．1 58．0 14．0 0．8

九　　　　州 2，207 27．6 57．5 13．8 1．1

（2）



（質問4）
関心のある人権問題一A票・B票Aサンプルー（複数回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　0　10　20　30　40　50　60　70　80　90

76．1

82．4

37．2

40．5

66．5

69．2

42．3

45．4

27．1

18．6

79．9

36．1

13．8

11．2

5．1

5．6
口A票
口B票Aサンプル

1．7

1．0

学校での「いじめ」や
「体罰」問題

　　　　　女性問題

障害者問題

在日外国人問題

（
質
問
五
）
あ
な
た
が
、
同
和
地
区
や

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
知
っ

た
き
っ
か
け
は
何
か
ら
で
す
か
。

①
家
族
（
祖
父
母
、
兄
弟
な
ど
か
ら
聞

　
い
た
）

②
親
戚
の
人
か
ら
聞
い
た
。

③
近
所
の
人
か
ら
聞
い
た
。

④
職
場
の
人
か
ら
聞
い
た
。

⑤
学
校
の
友
達
か
ら
聞
い
た
。

⑥
学
校
の
授
業
で
教
っ
た
。

⑦
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
本
な
ど

　
で
知
っ
た
。

⑧
同
和
間
題
の
集
会
や
研
修
会
で
知
っ

　
た
。

⑨
県
や
市
町
村
の
広
報
紙
や
冊
子
で
知

アイヌ（ウタリ）問題

同和問題

その他の問題

特にない

不明

　
っ
た
。

⑩
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
い
な
い
。

⑪
そ
の
他
。

　
（
質
問
六
）
同
和
地
区
の
起
源
に
つ
い

て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

て
い
ま
す
か
。

①
人
種
（
民
族
）
が
違
う
。

②
宗
教
が
違
う
。

③
職
業
が
違
う
。

④
生
活
が
貧
し
か
っ
た
。

⑤
江
戸
時
代
の
支
配
者
に
よ
っ
て
、
民

　
衆
を
支
配
す
る
手
段
と
し
て
つ
く
ら

　
れ
た
。

⑥
そ
の
他
。

　
　
一
　
ル
　
プ
　
ン
　
サ
　
A
　
票
　
B

　
　
　
　
票
　
A

　
　
『
　
法
　
方
　
の
　
知
　
認
　
の
）
区
5
地
問
和
質
同

（※
江
戸
時
代
の
支
配
者
に
よ
っ
て
つ
く

　
ら
れ
た
と
す
る
正
解
が
約
五
割
、
今

　
日
で
も
四
割
前
後
の
人
が
間
違
っ
た

　
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
起
源
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
も
つ

　
こ
と
が
、
同
和
間
題
解
決
の
第
一
歩

　
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
質
問
七
・
A
票
）
か
り
に
、
日
頃
親

し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
隣
近
所
の
人
に

な
に
か
の
こ
と
で
、
あ
な
た
が
同
和
地

区
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、

そ
の
人
の
態
度
は
ど
う
な
る
と
思
い
ま

す
か
。

①
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
親
し
く
つ

　
き
あ
う
と
思
う
。

②
表
面
的
に
は
同
じ
だ
が
、
実
際
は
さ

　
け
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

③
つ
き
あ
い
は
や
め
ら
れ
て
し
ま
う
と

区　　　　　分
平　成　5　年　度 昭和60年度

A　　票 B票Aサンプル
B票Aサ
ンプル36 A　　票

B　　票

回答者数 49，533人 5，234人 4，236人 9，713人 3，556人

家　　　族 身
う
ち

36．1％ 29．0％ 30．4％ 38．3％ 34．2％

親　　　戚 4．1 1．4 1．5 4．0 1．2

近　　　所

仲
問

9．8 4．8 5．2 12．8 6．7

職　　　場 3．4 5．4 5．2 3．0 5．1

学校の友だち 12．3 9．7 10．6 13．1 11．7

学校の授業

啓
発
教
育

6．7 18．1 18．6 3．7 9．9

テレピ・ラ
ジオ等

1．5 14．7 11．4 1．1 9．4

同和問題の
集会等

8．3 2．7 2．7 7．1 2．9

県や市町村
の広報紙等

1．1 2．9 3．2 1．1 2．6

おぼえていない 12．1 9．0 9．2 11．4 12．8

そ　の　他 3．4 1．6 1．4 3．0 1．4

不　　　明 1．2 0．7 0．6 1．3 2．1

（質問6）同和地区の起源説一A票・B票Aサンプルー

区　　　　　　　　分
平　成　5　年度 昭和60年度

A　　票 B票Aサンプル
B票Aサ
ンプル36

A　　票 B　　票

回　答　者　数 49．533人 5．234人 4，236人 9，713人 3．556人

人種く民族）がちがう〔人種起源説） 1．3％ 9．9％ 9．1％ 1．0％ 8．8％

宗教がちがう　　　　〔宗教起源説〕 1．1 1．5 1．3 1．4 17

職業（仕事〉がちがう〔職業起i原説〕 3．8 12．6 12．1 4．6 13．3

生活が貧しかった　　　〔貧困起源説〕 14．5 9．7 8．9 15．0 8．2

江戸時代の支配者によって、つくられた〔政治起源説〕 70．3 55．1 57．5 73．4 59．4

そ　　の　　他 6．5 9．4 9．5 2．7 3．6

不　　　　　明 2．6 1．9 1．6 2．0 5．1

　
ヤ
　
　
　
の

　
思
う

④
な
ん
と
か
し
て
近
所
か
ら
出
て
い
く

　
よ
う
に
し
む
け
ら
れ
る
と
思
う
。

⑤
そ
の
人
は
住
居
を
変
え
て
し
ま
う
と

　
思
う
。

⑥
そ
の
他
。

⑦
わ
か
ら
な
い
。

　
（
質
問
八
・
B
票
）
か
り
に
、
日
頃
親

し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
隣
近
所
の
人
が

な
に
か
の
こ
と
で
、
同
和
地
区
の
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、
あ
な
た

は
ど
う
し
ま
す
か
。

①
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
親
し
く
つ

　
き
あ
う
。

②
表
面
的
に
は
つ
き
あ
う
が
、
で
き
る

　
だ
け
つ
き
あ
い
は
さ
け
て
い
く
。

③
つ
き
あ
い
は
や
め
て
し
ま
う
。

④
な
ん
と
か
し
て
近
所
か
ら
出
て
い
っ

　
て
も
ら
う
よ
う
に
し
む
け
る
。

⑤
自
分
の
方
が
住
居
を
か
え
る
。

　
（
質
問
九
・
A
票
）
未
婚
の
人
の
み
お

答
え
く
だ
さ
い
。
か
り
に
、
あ
な
た
が

同
和
地
区
外
の
人
と
恋
愛
し
、
結
婚
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
相
手
が
親
や
親
戚

か
ら
強
い
反
対
を
受
け
た
ら
、
相
手
の

態
度
は
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
自
分
の
意
志
を
貰
く
と
思
う
。

②
親
の
説
得
に
全
力
を
傾
け
た
の
ち
、

　
結
婚
す
る
と
思
う
。

③
家
族
の
人
や
親
戚
の
反
対
が
あ
れ
ば

　
結
婚
し
な
い
と
思
う
。

④
絶
対
に
結
婚
し
な
い
と
思
う
。

⑤
そ
の
他
。

⑥
わ
か
ら
な
い
。

　
（
質
問
十
・
B
票
）
未
婚
の
人
の
み
お

（3）



答
え
く
だ
さ
い
。
か
り
に
、
あ
な
た
が

同
和
地
区
の
人
と
恋
愛
し
、
結
婚
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
親
や
親
威
か
ら
強
い

反
対
を
受
け
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
。

①
自
分
の
意
志
を
貫
い
て
結
婚
す
る
。

②
親
の
説
得
に
全
力
を
傾
け
た
の
ち
、

　
自
分
の
意
志
を
貫
い
て
結
婚
す
る
。

③
家
族
の
人
や
親
戚
の
反
対
が
あ
れ
ば

　
結
婚
し
な
い
。

④
絶
対
に
結
婚
し
な
い
。

　
（
質
問
十
一
・
A
票
）
同
和
問
題
解
決

に
対
す
る
あ
な
た
の
態
度
は
い
か
が
で

す
か
。

①
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
問
題

　
だ
か
ら
、
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
る
よ

　
り
し
か
た
が
な
い
と
思
う
。

②
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
問
題

　
だ
が
、
誰
か
し
か
る
べ
き
人
が
解
決

　
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

③
自
分
も
こ
の
問
題
の
解
決
に
努
力
す

　
べ
き
だ
と
思
う
。

④
よ
く
考
え
て
い
な
い
。

⑤
そ
の
他

（
質
問
十
二
・
B
票
）
同
和
問
題
の
解

決
に
対
す
る
あ
な
た
の
態
度
は
い
か
が

で
す
か
。

①
こ
れ
は
、
同
和
地
区
の
人
だ
け
の
問

　
題
だ
か
ら
、
自
分
と
は
直
接
関
係
の

　
な
い
問
題
だ
と
思
う
。

②
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
間
題

　
だ
か
ら
、
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
る
よ

　
り
し
か
た
が
な
い
と
思
う
。

③
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
間
題

　
だ
が
、
誰
か
し
か
る
べ
き
人
が
解
決

　
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

④
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
間
題
だ
か

　
ら
、
自
分
も
市
民
の
一
人
と
し
て
、

（質問8）隣近所との交際一A票一（質問8）隣近所との交際一B票Aサンプルー

区　　　　　　　分
平成5年度 昭緬0年度 区　　　　　　　　分 平成5隼度 昭和60年度

B票Aサ
ンプル

B票Aサ
ンプル36 8　　票

回　答者　数 49，533人 9，713人

回　答　者　数 5，234人 4，236人 3，556人
これまでと同じように親しくつきあうと思う 35．2％ 36．5％

表面的には同じだが、実際はさけるようになると思う 43．5 49．6
87．8％ 87．8％ 82．8％

つきあいはやめられてしまうと思う 1．7 1．9

表面的にはつきあうが、できるだけつきあし、はさけていく 10．4 10．8 14．5
なんとかして、近所から出ていくようにしむけられると思う 0．4 0．5

つきあいは、やめてしまう 0．2 0．2 0．4
その人は住居を変えてしまうと思う 0．3 0．2

なんとかして、近所から出ていってもらうようにしむける 0．1 0．0 0．1
その他 2．0 1．0

自分の方が住居をかわる 0．1 0．1 0．1 わからない 15．2 9．8

不　明 1．4 1．0 2．1 不　明 1．6 0．6

　
こ
の
間
題
の
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ

　
　
ヤ
　
　
　
　
の

　
と
思
う

⑤
よ
く
考
え
て
い
な
い
。
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（質問10）結婚に対する態度（未婚）一B票Aサンプルー

区　　　　　　　分
平成5年度 昭和60年度 区　　　　　　　　分 平成5年度 昭和60年度

B票Aサ
ンプル

8票Aサ
ンブル36 B　　票

回　答　者　数 3，670人 426人

回　答　者　数 921人 725人 426人
自分の意志を貫くと思う 24．9％ 27．9％

自分の意志を貫いて結婚する 19．1％ 17．0％ 11．3％
親の説得に全力を傾けたのちに結婚すると思う 23．7％ 26．8

親の説得に金力を傾けたのちに、自分の意志を貫いて襯する 62．2 62．8 56．3
家族の者や親戚の反対があれば結婚しないと思う 15．6 23．2

絶対に結婚しないと思う 3．3 1．4

家族の者や親威の反対があれば、結婚しない 15．9 16．8 24．4
その他 3．0 ※4．2

絶対に結婚しない 2．8 3．4 5．2
わからない 29．6 16．4

不　明 ※2．8 不　明 0．1
一

※昭和60年度意識把握の「不明」は、「ことわるようにしむける」の数値。

（質問11）同和問題の解決に対する態度一A票一（質問12）同和問題の解決に対する態度一B票Aサンプルー

平　成　5　年　度 昭和60年度 区　　　　　　　　分 A　　票
区　　　　　　　　分

B禦Aサンブル B票Aサンプル36 B　　票
回　答　者　数 49，533人

回　答　者　数 5．234人 4，236人 3，556人
自分ではどうしようもない問題だから、なりゆき
にまかせるよりしかたがないと、思う

16．9％
これは、同和地区の人だけの問題だから、自分とは
直接関係のない間題だと思う

2．2％ 2．1％ 2．6％

自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかる
べき人が解決してくれると思う

8．0
自分ではどうしようもない問題だから、　な号ゆきに
まかせるよりしかたがないと思う

18．7 20．0 18．2

自分もこの問題の解決に努力すべきだと思う 58．0自分ではどうしようもない閥題だが、誰かしかるぺ
き人が解決してくれると思う

14．3 135 113

基本1的人権にかかわる問題だから　自分も市民の一人として
この問題の解決‘務力すべきだと輔　　　　〔資務型〕 43．8 441 43．1 よく考えていない 8．9

よく考えていない 192 186 180 その他 5．2

不　明 19 1．7 勇・68
不　明 3．1

日刀禾　n∩2匡庶立識‡円‡量マr‘1　　　「不日β　　に　　「その府わ　　ノジムまれる※昭和60年度意識把握では、　「不明」に「その他」が含まれる

同
和
地
区
実
態
把
握
調
査
結
果
の
評
価

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
総
務
庁
長
官
談
話
）

　
昨
日
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
総
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

括
部
会
に
お
い
て
、
　
「
同
和
地
区
実
態
ー

把
握
等
調
査
に
関
す
る
小
委
員
会
」
の

検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
五
年
度
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ
、

地
域
改
善
対
策
の
課
題
が
整
備
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
生

活
環
境
の
改
善
を
始
め
と
す
る
基
盤
整

備
は
、
お
お
む
ね
完
了
す
る
一
方
、
同
和

問
題
に
関
す
る
国
民
の
差
別
意
識
は
、

着
実
に
解
消
へ
向
け
て
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
状

況
が
み
ら
れ
、
人
権
侵
害
も
生
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
に
お

い
て
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

法
的
措
置
、
行
財
政
的
措
置
等
の
各
種

施
策
の
基
本
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
更

に
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
必
要
な
方
策

に
つ
い
て
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
と
し
て
は
、
地
域
改
善
対
策
協
議

会
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
与
党
に
お

け
る
「
人
権
と
差
別
問
題
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
議
論
の
動
向

に
も
留
意
し
な
が
ら
、
政
府
・
与
党
一

体
と
な
っ
て
、
同
和
問
題
の
一
日
も
早

い
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
終
わ
り
に
、
小
委
員
会
報
告
に
ま
と

め
ら
れ
た
総
括
部
会
の
委
員
の
皆
様
方

の
御
努
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。



駒
鉛
鶉
瞳
銀
翻
密
修
し
窮
0
臣

第
七
・
八
日
目
パ
リ
～
江
南

田
　
口

満

男

松
本
稔
夫

高
橋

正

寺
山
重
雄

　
い
よ
い
よ
帰
国
の
途
に
つ
く
日
と
な

り
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で
一
瞬
に
経
過

し
た
、
週
間
。
午
前
六
時
三
十
分
の
朝

食
、
七
時
三
十
分
に
ロ
ビ
ー
に
集
合
し

ホ
テ
ル
の
前
で
最
後
の
集
合
写
真
を
撮

り
、
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル

空
港
に
バ
ス
で
向
か
い
ま
し
た
が
、
ど

の
顔
も
名
残
お
し
そ
う
に
パ
リ
の
街
並

み
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　
午
前
八
時
二
十
分
、
空
港
に
到
着
．

慌
た
だ
し
く
免
税
手
続
や
荷
物
預
け
を

行
い
、
自
由
解
散
し
て
各
自
免
税
店
で

の
買
物
を
楽
し
み
、
午
前
十
時
再
び
集

合
し
出
国
手
続
に
向
か
い
ま
し
た
。
出

国
の
際
も
添
乗
員
の
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示

の
み
で
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
し
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
行
き
の
飛
行
機
に
乗
込
み
、

午前

十
時
五
十
三
分
に
離
陸
し
、
一
路

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
に
向
か
い
飛
行

を
続
け
、
十
一
時
四
十
八
分
に
到
養

今
朝
降
っ
た
の
か
、
空
港
は
一
面
の
雪

景
色
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
空
港
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
出

国
手
続
を
行
い
、
午
後
一
時
三
十
分
発

の
成
田
行
き
ボ
ー
イ
ン
グ
ヒ
四
七
、
四

〇
〇
L
型
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
に
乗
込

み
、
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
た
午
後
二
時

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
を
離
陸
し
、

一
路
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
一
時

間
程
で
バ
ル
ト
海
上
空
へ
、
雪
と
氷
で

真
っ
臼
な
街
の
上
空
を
飛
ぴ
続
け
ま
す
。

機
内
の
テ
レ
ビ
画
面
に
は
、
現
在
の
飛

行
高
度
三
六
、
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
一

一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、
速
度
は
五

七
〇
マ
イ
ル
（
九
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、

成
田
ま
で
の
残
り
距
離
や
時
間
な
ど
が

表
示
さ
れ
順
調
に
飛
び
続
け
ま
す
。

　
進
行
方
向
の
空
に
赤
み
が
ま
し
て
美

し
い
夜
明
け
を
迎
え
る
。
現
地
ド
イ
ツ

時
間
午
後
九
時
三
十
九
分
、
日
本
時
間

午前

五
時
三
十
九
分
、
八
時
間
の
時
差

を
超
え
て
、
二
月
四
日
の
朝
を
迎
え
ま

し
た
。
時
計
を
日
本
時
間
に
合
わ
せ
到

着
の
時
間
を
待
つ
、
何
と
も
言
え
ぬ
感

激
が
あ
り
ま
し
た
。

　
団
長
の
役
割
は
、
こ
の
海
外
派
遣
視

察
研
修
団
の
一
行
を
事
故
も
な
く
無
事

に
帰
国
す
る
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
視
察
研
修
メ

ン
バ
ー
や
天
候
を
は
じ
め
、
視
察
先
の

学
校
や
農
場
添
乗
員
の
配
慮
、
企
画

さ
れ
た
行
程
な
ど
、
す
べ
て
の
面
で
恵

ま
れ
、
順
調
で
楽
し
く
意
義
あ
る
視
察

研
修
を
実
施
で
き
た
こ
と
に
、
ほ
っ
と

し
目
頭
に
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
四
十
分
、
成
田
空
港
に
無

事
着
陸
、
税
関
手
続
や
入
国
審
査
も
ス

ム
ー
ズ
に
終
わ
り
、
出
迎
え
の
人
の
顔

が
見
え
た
と
き
は
、
す
ー
と
肩
の
荷
が

お
り
ま
し
た
。
全
員
で
添
乗
員
に
お
礼

を
述
べ
て
、
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
午
前

十
時
に
成
田
空
港
を
後
に
し
ま
し
た
。

飛
行
機
の
中
で
は
、
良
く
眠
れ
な
い
と

愚
痴
を
言
っ
て
い
た
一
行
も
、
バ
ス
の

中
で
は
用
意
さ
れ
た
日
本
茶
や
お
新
香

に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
元
気
に

疲
れ
を
忘
れ
て
、
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
誰
も
が
、
こ
の
視
察
研
修

に
参
加
し
て
良
か
っ
た
、
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
、
人
材
育
成
の
海

外
派
遣
事
業
に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
町
の
事
業
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、

こ
の
研
修
の
成
果
を
出
し
ま
し
ょ
う
と

の
声
が
し
き
り
と
聞
こ
え
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
と
、
何
か
と

い
そ
が
し
く
、
火
の
取
扱
い
に
対
す
る

注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
大
き
な
火

災
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
「
火
に
つ
い
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎

重
な
取
扱
い
と
念
入
り
な
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。
」

火
災
か
ら
生
命
を
守
る
注
意
事
項

○
こ
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
の
不
自
由

な
人
達
の
安
全
な
避
難
方
法
を
考
え

　
る
こ
と
。

O
外
出
す
る
時
は
、
火
の
元
を
確
認
し

再
占
検
す
る
こ
と
。

O
お
休
み
前
に
は
必
ず
火
の
元
を
確
か

　
め
る
こ
と
。

○
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

O
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
使
っ
て
い
る
時
は

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
。

o
方
向
の
異
な
る
二
つ
以
上
の
逃
げ
道

を
決
め
て
お
く
こ
と
。

O
い
っ
た
ん
戸
外
に
避
難
し
た
ら
再
び

家
の
中
に
ひ
き
か
え
さ
な
い
こ
と
。

O
煙
の
中
を
避
難
す
る
と
き
は
、
で
き

　
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る
こ
と
。

O
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
時
は
、
近
く

　
の
消
防
隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る
こ
と
。

　
以
上
の
事
項
を
守
っ
て
火
災
か
ら
生

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

12月の当番日 工事店　名 電話番号

1　・　6　・　11　●　16　・21　・26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
2　・　7　●　12　・17　・22　●27 ㈱光　　栄　　建　　設 36－1052

3　・8　・13・18・23・28・31 ㈱コ　　バ　　ヤ　　シ 36－1206

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662
5　・　10　・　15　・20　●25　●30 ㈲松　本　設　備 36－5177

（5）



トビツワス
轟

　　　　　　　町長・議員補欠選挙

　　　　　　11月17日（日）に町議会議員補欠選挙が行

　　　　　われました。これは、前議会議長故杉田

　　　　　彌平氏の死去に伴うもので、午前7時よ
6　り投票午後7時より即日開票で行われ

　　　　　ました。

　　　　　　また、当日行われる予定だった町長選

　　　　　挙は、無投票でした。

　　　　　　開票結果は、つぎのとおりです。

　　　　　町長選挙柴田忠雄　 無投票
　　　　　議員補欠選挙　杉田憲康　2，327票

　　　　　　　　　　　大島一益　2，108票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘藁　　　　　　　　　　に　　　　き　
　　　　　　　難鍵羅漁馨蹴
　　饗灘難麟噛雛欝
　　　　　　　、　　　騰
　　　　　　　　　、鑛難’｝　　灘、先・
　　　　　　　　　ノむい　　　　　　　　　ぞ

　　謙∴「⇔惚苓鑛「』一　 i

　　　
●購聖1

　　　　　　　カーブミラー清掃

金婚祝賀式仲良く18組

　今年で結婚50周年を迎えられたご夫婦を招

いてお祝いする「金婚祝賀式」が11月1日働、

勤労福祉センターで行われました。

　この祝賀式は、明るい長寿社会と安心して

いきいきと暮らせる町づくりの一環として行

われました。

　今年で5回目になり、50周年という節目を

迎えた18組のご夫婦に、町より慶祝状と記念

品が贈られました。

　
　
　
　
　
　
　
灘

　9月28日（土）、秋の全国交通安全運動期間中

に小原・御正駐在及び駐在所連絡協議会委員

9名により、カーブミラー清掃が行われまし

た。

　小学校の通学路を中心に、およそ50本のカ

ーブミラーの清掃を行いましたが、汚れて見

えなくなっていたカーブミラーが見違えるよ

うにきれいになりました。

　これで、交通事故が少なくなるよう願って

います。

北小で収穫祭

　7月に北小学校の生徒が田植えを行った稲

にたくさんの実がつき、それを11月6日（水）に

3～5年生が楽しく稲刈りを行いました。

　刈り取った稲は、機械化組合の協力により

コンバインで脱穀し、11月16日（土）に行った収穫

祭で、6年生がもちつきをして、全校生徒で

おいしいおもちを食べました。

　
、
穂
畑
藝
司
、
謙
囎

髄
鞭
趨
遡
欝

覇鰹螺

↓
o
互
O
O



トピ・ザ7ス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

〆嚇
　
一

、
、
－
・
勲

認
騨

の
9
α

　
　
9

彫
多．

11月23日・24日

　　蕪韓騨輔㎜コ
欝　　　　　　　　　・癖霧灘
卿

潔議ぎ蝉露設組告 驚
江南町建設組合にシラコバト賞

第26回シラコバト賞受賞式が11月14日の県

民の日に埼玉会館で行われ、江南町建設組合

が受賞しました。

これは、身近なところでコミュニティ活動

を実践している個人や団体を対象に贈呈され

たものです。

江南町建設組合は学校に通う児童・生徒た

ちが快適な学校生活を過ごせるように、学校

の用具室などの破損箇所の修繕、棚の新設な

ど、ボランティア活動が認められました。



　
q
　
　
　
q
　
　
　
畑
　
　
　
q
　
　
　
q
　
　
　
q
　
　
　
q
　
　
　
q

こ
ち
ら
保
健
婦
で
す

　
中
古
同
年
に
な
る
と
腰
痛
を
訴
え
る
人

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
腰
痛
の

起
こ
っ
た
状
況
や
原
因
と
な
っ
た
疾
患

を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
日
常
生
活
の
中
で
腰
痛

を
防
ぐ
対
策
が
必
要
で
す
。

1
生
活
環
境
を
整
え
る

・
姿
勢
に
注
意
す
る
こ
と

　
腰
痛
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
正
し

い
姿
勢
で
仕
事
な
ど
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
立
ち
仕
事
の
場
合
は
と
き
ど

き
腰
掛
け
て
休
憩
し
た
り
、
座
っ
て
の

仕
事
で
は
あ
ま
り
か
が
み
こ
ま
ず
に
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
場

合
は
、
ひ
ざ
を
伸
ば
し
た
ま
ま
腰
を
か

が
め
て
物
を
持
ち
上
げ
る
と
大
変
腰
に

負
担
を
か
け
る
の
で
、
ひ
ざ
を
深
く
折

り
、
あ
ま
り
前
か
が
み
に
な
ら
ず
に
物

を
体
に
近
づ
け
て
持
ち
上
げ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
は
少
し
固
め
の
も
の
を

　
柔
ら
か
す
ぎ
る
寝
具
は
腰
が
沈
ん
で

せ
き
つ
い

脊
椎
に
負
担
を
か
け
る
の
で
、
少
し
固

め
の
マ
ッ
ト
レ
ス
か
ふ
と
ん
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
寝
方
に
も
注
意
が
必
要
で
、

う
つ
伏
せ
に
寝
た
り
、
上
向
き
に
ま
っ

す
ぐ
平
ら
に
寝
る
と
腰
へ
の
負
担
が
か

か
り
ま
す
。

・
肥
満
は
腰
痛
の
大
敵

　
過
度
の
肥
満
も
腰
に
は
負
担
と
な
る

の
で
標
準
体
重
を
あ
ま
り
超
え
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

2
無
理
の
な
い
程
度
の
運
動
を
習
慣
に

　し

よ
・
つ

　
腰
や
腹
の
筋
肉
の
強
化
運
動
や
柔
軟

体
操
な
ど
は
腰
痛
の
予
防
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

・
家
庭
で
で
き
る
腰
痛
体
操

⑧
起
き
上
り

　
ー
ゆ
っ
く
り
五
つ
数
え
な
が
ら
肩
が

　
　
床
か
ら
二
十
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の

　
　
と
こ
ろ
で
止
め
る

　
2
五
秒
間
ほ
ど
止
め
ゆ
っ
く
り
戻
す

⑱
両
ひ
ざ
の
か
か
え
こ
み

　
1
両
ひ
ざ
を
同
時
に
か
か
え
こ
む

A．

弓

R

　
2
股
を
開
い
て
ひ
ざ
が
脇
に
く
る
よ

　
　
う
に
引
き
寄
せ
る

◎
腰
ひ
ね
り

　
1
一
方
の
脚
を
息
を
は
き
な
が
ら
反

　
　
対
側
の
脚
を
越
え
る
よ
う
に
交
差

　
　
さ
せ
る

　
2
手
を
脚
に
あ
て
る

※
腰
痛
の
強
い
人
は
、
医
師
の
指
導
の

　
も
と
に
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

葺
ー
お
知
ら
せ
ξ
き
於
鷺
ー
蕪

　
　
十
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
楽
“

皿
し
い
健
康
づ
く
り
教
育
を
実
施
し
一
…

…
㎜
ま
す
。
詳
細
は
保
健
衛
生
課
ま
で
皿

C．4ロ

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
王
催
に
よ
る
秋

季
大
会
が
、
十
月
六
日
と
二
十
日
の
二

日
間
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
、
熱
戦
の
末
中
央
ク
ラ
ブ
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
試
合
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

御
正
プ
リ
ン
ス
・
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

ズ
・
江
南
南
会
・
Z
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ス

　
・
成
友
ク
ラ
ブ
・
小
江
川
娯
楽
会
・

御
正
ク
ラ
ブ
・
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ

ブ
・
野
原
親
睦
会
・
中
央
ク
ラ
ブ
・

千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
小
江
川
新
道

　
・
板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
大
原
ソ
フ

ト
ク
ラ
ブ
・
三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

　　　　中央クラブ
　　　3　　　　　　　　　　　　　　8

　3　　　　　　4　　　　　　12　　　　　　9

109 1 86 1617
一
一
一
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

御
正
ク
ラ
ブ

成
友
ク
ラ
ブ

江
南
南
会

御
正
プ
リ
ン
ス

　
十
月
二
十
日
、
江
南
町
柔
道
場
に
お

い
て
、
第
十
八
回
江
南
町
柔
道
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
熊
谷
市
・
大
里
村
・
滑
川

町
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
］
二
〇
名
が

技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
幼
稚
園
の
部

優
勝
小
林
明
日
香

準
優
勝
　
岩
間
　
千
里

▼
小
学
生
一
・
二
年
の
部

優
勝
織
田
達
也

準
優
勝
　
君
嶋
　
夕
季

第
三
位
上
杉
文
哉

（
江
南
町
）

（
江
南
町
）

（
熊
谷
市
）

（
熊
谷
市
）

（
江
南
町
）

▼
小
学
生
三
・
四
年
の
部

優
勝
岡
部
俊
太
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
小
島
　
　
磨
（
熊
谷
市
）

第
三
位
上
杉
和
巳
（
江
南
町
）

▼
小
学
生
五
・
六
年
の
部

優
勝
橋
本
裕
樹
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
関
口
　
満
彦
（
江
南
町
）

第
三
位
寺
田
　
雅
輝
（
大
里
村
）

▼
小
学
生
低
学
年
女
子
の
部

優
勝
南
平
貴
子
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
武
井
友
里
恵
（
滑
川
町
）

第
三
位
　
岩
附
久
美
子
（
滑
川
町
）

（8）



欲き1るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
簗

　
こ
の
地
名
の
場
所
は
江
南
町
と
熊
谷

市
の
境
に
あ
り
ま
す
。
現
左
は
武
蔵
丘

陵
森
林
公
園
広
瀬
線
が
通
っ
て
い
ま
す

が
、
以
前
は
水
田
と
畑
地
だ
け
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
御
正
新
田
地
内
で
も
台
地

下
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と

低
い
場
所
で
大
雨
後
に
は
長
く
水
が
溜

る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
も
「
築
地
」
は
水
に
関
係
の

あ
る
地
名
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
築
地
は
「
つ
き
じ
」
と
読
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
本
町
で
も
同
様

に
読
ま
れ
ま
す
が
、
他
の
例
で
は
「
つ

い
じ
、
つ
く
じ
」
な
ど
も
見
え
ま
す
。

使
用
さ
れ
る
漢
字
で
は
「
築
」
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
「
附
・
尽
・
槻
・
月
」
な

ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
多
様
な

用
字
の
差
は
、
そ
の
土
地
の
履
歴
や
、

形
状
、
環
境
な
ど
の
由
来
の
差
と
も
関

係
す
る
よ
う
で
す
。

　
築
に
は
、
「
築
山
」
の
よ
う
に
高
く
盛

り
上
げ
た
人
工
的
に
造
り
上
げ
た
も

の
の
意
味
が
強
い
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
築
地
に
は
新
た
に
造
ら
れ
た
土

地
の
中
で
も
「
埋
め
立
て
地
」
を
云
い

ま
す
。
良
く
知
ら
れ
た
例
で
は
、
東
京

都
の
築
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
銀
座

以
東
の
海
岸
寄
り
の
低
湿
地
で
江
戸
時

代
明
暦
年
問
（
一
六
五
五
～
五
八
）
に

埋
め
立
て
ら
れ
て
か
ら
の
地
名
で
す
。

地
」

第67言舌

本
町
の
築
地
も
同
じ
由
来
を
持
つ
と
す

る
と
、
水
田
・
畑
地
な
ど
の
耕
作
で
き

る
土
地
に
造
ら
れ
て
か
ら
の
地
名
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
和
田
・
吉
野
川
の
流
路

に
近
い
こ
の
周
り
は
池
・
沼
な
ど
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
川
の
流

路
に
は
付
き
も
の
の
自
然
堤
防
な
ど
の

高
ま
り
を
削
り
、
こ
こ
を
埋
め
立
て
て

水
田
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
地
名
の
意
味
は
文
字
通
り
と
い

え
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代
の
地
誌
「
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
新
田
開
発
の

記
事
が
み
え
ま
す
が
、
こ
の
場

所
で
あ
る
か
は
判
定
で
き
ま
せ

ん
。
で
す
が
時
代
背
景
と
し
て

江
戸
時
代
は
米
が
経
済
の
基
盤

で
し
た
か
ら
、
生
産
量
を
増
や

す
た
め
に
耕
作
地
も
増
や
す
努

力
は
日
本
中
ど
こ
の
村
々
で
も

懸
命
に
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

築
地
の
地
名
が
新
田
開
発
に
関

係
し
た
由
来
を
持
つ
と
考
え
て

も
良
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
意
味
は
異
な
り
ま
す
が
、
築

地
を
つ
い
じ
と
読
む
と
、
土
塀

の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
つ
て

の
農
村
風
景
で
は
豪
農
や
有
力

百
姓
の
屋
敷
囲
り
や
、
寺
の
区

画
に
造
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
「
附
」
と
す

る
と
、
主
た
る
も
の
に
従
な
る
も
の
が

附
属
す
る
意
味
に
な
り
ま
す
。
成
沢
地

内
に
あ
る
「
静
簡
院
境
内
付
」
な
ど
が

そ
の
よ
う
な
例
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
尽
」

は
つ
き
る
と
こ
ろ
の
意
か
ら
土
地
の
終

わ
る
崖
の
よ
う
な
崩
壊
し
た
と
こ
ろ
、

侵
食
し
た
と
こ
ろ
な
ど
が
呼
ば
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
「
槻
」
は
ケ
ヤ
キ
の
古
名

で
す
が
、
そ
の
樹
の
茂
る
場
所
と
の
意

味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
ツ
キ
」
の
多
様
な
類

例
を
み
る
と
、
埋
め
立
て
の
証
拠
を
見

つ
け
な
い
と
築
地
の
由
来
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
形
や
歴
史
的
背
景
を
み
る
と
、
新
田

開
発
に
関
係
し
た
地
名
の
一
つ
と
し
て

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

優
勝
中
山
千
絵
子
（
滑
川
町
）

準
優
勝
　
藤
井
　
杏
菜
（
江
南
町
）

第
三
位
伊
藤
菜
摘
（
江
南
町
）

▼
中
学
生
軽
量
の
部

優
勝
寺
山
真
史
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
大
島
　
和
幸
（
江
南
町
）

第
三
位
　
江
森
　
康
之
（
滑
川
町
）

▼
中
学
生
重
量
の
部

優
勝
長
谷
川
貴
司
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
石
川
　
有
輝
（
滑
川
町
V

第
三
位
　
小
林
　
徹
郎
（
滑
川
町
）

▼
中
学
生
女
子
の
部

優
勝
上
原
久
代
（
熊
谷
市
）

準
優
勝
国
田
理
加
子
（
江
南
町
）

第
三
位
大
久
保
千
春
（
江
南
町
）

　
平
成
八
年
度
町
の
体
育
協
会
表
彰
状

授
与
式
が
、
十
月
十
日
の
町
民
体
育
祭

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
功
労
者
表
彰
一
名
、
優

秀
選
手
表
彰
六
名
、
優
秀
団
体
二
団
体

と
多
く
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。　
今
回
は
、
功
労
者
の
人
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。
　
（
優
秀
選
手
及
び
優
秀
団
体

は
、
来
月
の
広
報
で
紹
介
し
ま
す
。
）若林正喜さん

　
若
林
さ
ん
は
、
江
南
町
剣
友
会
結
成

以
来
、
役
員
兼
指
導
者
と
し
て
会
の
運

営
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
体
育
協
会
理

事
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
指
導
者
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
第
一
回
県
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
、

県
内
各
地
よ
り
選
ば
れ
た
十
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
大
宮
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
が
出
場
し
、
決
勝
で
大
宮
早
起
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

四
－
二
で
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。
　
　
　
ー



’屡圃甲瞑’、ニン『’

　詳しくは、㈱埼玉県調理師会にお

間い合わせください。

問合せ　熊谷市新堀820－7

　　　熊谷調理師会連合会

　　　智32－3352

年末年始交通事故防止運動

　平成8年12月15日から平成9年1
月3日までの20日間、年末年始交通

事故防止運動が実施されます。

　重点目標は次のとおりです。

①飲酒運転など無謀運転の追放

②自転車の安全な乗り方の徹底

③シートベルトの正しい着用の徹底

　この時期になると忘年会など、お

酒を飲む機会が多くなります。飲酒

運転をしないよう心がけましょう。

　これから年末にかけて交通事故が

増加している傾向があります。何か

とあわただしい時期を迎えましたが、

あせらずに安全運転を心がけ、事故

など起こさないよう細心の注意をは

らい、運転しましょう。

　平成8年工業に関する

統計調査にご協力ください

　工業統計調査は、毎年12月31日現

在で製造業を営む全ての事業所の1

年間の製造活動を調査するものです。

　この調査は、我が国の製造業の実

態を正確に把握し、国や都道府県、

市区町村が行う産業振興政策、中小

企業政策、立地対策などの施策・計

画を講ずるための基礎資料として利

用されます。

　12月下旬頃、県から委嘱された統

計調査員が調査のお願いに伺います

ので、事業所のみなさんには年末年

始のお忙しいところですが、ご協力

をお願いします。

　何か、ご質問などございましたら

役場企画課（智36－1521内線221）ま

でご連絡ください。

　　　国民年金には

保険料の免除制度があります

　国民年金の保険料は毎月納めるこ

とになっていますが、経済的な理由

など納めることができないときはご

相談ください。

★「免除」を受けられる人は

・法定免除⇒障害年金や生活扶助な

　　　　　どを受けているとき届

　　　　　出する
・申請免除⇒所得がないときや納付

　　　　　が困難なとき申し出る

★「免除」を受けた期間は

　将来、老齢基礎年金の年金額を計

算するとき、納付した場合の％の額

として計算されますので、受け取る

年金額が少なくなります。

　また、免除をされた期間は10年前

までさかのぽって納めることができ

ますので、生活に余裕ができたとき

は納めるようにしてください。

★学生の「免除」は

　学生の場合は一般の免除基準とは

別に免除基準がありますのでご相談

ください。

　免除を受けたら、卒業して就職し

たとき早目に追納することが大切で
す。

「人権週間」について

　法務省と全国人権擁護委員連合会

では、関係する機関及び団体の協力

を得て、　「人権デー」を最終日とす

る1週間（12月4日から10日まで）

を「人権週間」と定め、広く国民に

人権デーの意義を訴えるとともに人

権意識の高揚を図るためのさまざま

な行事を行っており、本年で48回目

を迎えます。

　啓発活動強調事項

0子どもの人権を守ろう一「いじめ」

　をしない／させない・見逃さない

0国際化時代にふさわしい人権意識

　を育てよう

○部落差別をなくそう

○女性の地位を高めよう

○障害者の完全参加と平等を実現し

　よう

○高齢者の住みよい社会を築こう

　また町には、町長から推薦され、

法務大臣が委嘱したつぎの人権擁護

委員がおります。

氏　名　木村　巳美さん
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⑰
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衣
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路
に
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秋
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小
島
孫
一

朝
寒
や
湯
気
や
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ら
か
に
豆
腐
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

夫
入
院
タ
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の
膳
の
そ
ぞ
ろ
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新
井
ト
モ
子

検
査
着
に
袖
を
通
す
や
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

大
通
り
ま
で
の
暗
が
り
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

肌
寒
と
言
葉
交
し
て
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

雨
は
げ
し
傘
の
重
さ
■
に
肌
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

寝
室
を
出
た
が
ら
ぬ
母
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

弔
電
を
打
ち
て
夜
寒
の
ひ
し
ひ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

肌
寒
し
手
術
の
台
に
乗
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

や
や
寒
し
一
枚
一
寸
羽
織
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

相
席
の
ひ
そ
ひ
そ
話
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

蘭
コ
噛
0
『
ヨ
①
一
剛
0
5

圃
国

　
先
月
の
広
報
十
一
月
号
の
戸
籍

だ
よ
り
の
中
で
紹
介
し
た
中
島
優

ち
ゃ
ん
の
性
別
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　
訂
正
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
の
糸
切
れ
て
夜
寒
の
俄
か
な
り
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子
ー

肌
寒
や
孫
の
薄
着
を
羨
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

肌
寒
く
日
当
る
縁
に
腰
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

黒
猫
の
お
菜
泥
捧
う
す
ら
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

そ
ぞ
ろ
寒
湯
気
も
う
れ
し
き
朝
の
お
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

又
一
人
農
の
灯
の
消
ゆ
秋
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

そ
ぞ
ろ
突
奥
歯
に
し
み
る
缶
ジ
ュ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

そ
ぞ
ろ
寒
耳
に
ひ
や
り
と
化
粧
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

病
床
の
吾
れ
に
柁
び
し
き
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎
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南こうせつCONCERT　TOUR’97

　　　　　　　～心の虹～
日時平成9年3月7日働
　　　18時30分開演

場所熊谷会館
入場料　S席　5，000円（指定席）

　　　A席　　3，000円（自由席）

入場券　12月9日（月）より前売開始

発売所　八木橋百貨店　智23－1111

　　　タニタ楽器　　麿21－5721

　　　ニットーモール智22－4011

　　　⑱清水園　　　智22－4106

　　　熊谷会館　　　智23－2535

　　　深谷キンカ堂　智73－6111

　　　彩の国情報ネットワークシ

　　　ステム　ao48－728－3111
問合せ　熊谷会館　　　智23－2535

こどものための名作童話

ミュージカルオズの魔法使い

日　時　平成8年12月23日（月）

　　　午後2時開演
場所花園町コミュニティセンタ
　　　ー　アドニス　大ホール
入場券　全席自由　大人2，000円

　　　4歳～中学生　　1，000円

　　　3歳以下入場無料
　　　花園町コミュニティセンタ

　　　ー　アドニスにて発売中

問合せ　花園町コミュニティセンタ

　　　ーアドニス智84－6125

ぽ會し會ゆ會う

十
月
中
届
出

　
滝
田
　
ユ
キ

　
小
原
　
　
富

　
田
辺
　
恒
隆

　
中
島
　
ぬ
さ

　
長
瀬
三
郎

　
石
垣
　
そ
め

796084958279年
歳歳歳歳裁歳齢

中千

央代

お
く
や
み
申
し

埼玉県消費生活モニター

対象

内容

任期

人員
申込期

限

申込み

問合せ

満20歳以上の県内在住者

（公務員を除く）

県消費者保護条例に基づく

各規程の順守状況の調査、

アンケート調査に対する回

答、研修会への出席など

平成9年4月から
平成10年3月まで

150人
平成9年2月14日御
（消印有効）

官製はがきに自筆で①郵便

番号・住所②氏名（ふりが

な）③電話番号④性別⑤年

齢（平成9年4月1日現在）

⑥職業⑦県消費生活モニタ

ーの経験の有無⑧作文「私

の消費生活」または「消費

者行政に望むこと）　（100

字程度）を記入し、

〒336浦和市高砂3－15－1

埼玉県消費生活課消費者保

護係へ送付してください。

埼玉県消費生活課

費048－830－2938

拳う勿だ砂ん
行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日　時　12月10日（火）

中
　
　
央

　
　
　
　
よ
う
せ
い

　
堀
口
　
陽
生

　
　
　
　
き
み
や
す

　
長
谷
部
公
康

　
志
村
　
銀
平

　　男男男
上子子子

　
（
善
弘
）

　
（
勝
也
）

　
（
正
行
）

げ
ま
す

（
敬
称
略
）

樋
　
　
春

野
　
　
原

小
江
川

　
　
柴

板　　小　　野　　樋
　小江木　 小
　川　　村　　嶋
井　　川　　原ひ春
　哲～　鳳宗　か
　典宥　幸雲　り

パ　　　　　　　　パ　　　　　　　　パ

昌　　浩
晃　 史　 繁
）　　　　　　　　）　　　　　　　　）

パ裕
之
）戸

　　　午前9時から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　費36－1521内線237

易〃o駆他
調理業務に従事している

　　調理師さんへ

　調理師法に定められている就業届

を都道府県知事が指定した団体（社崎

玉県調理師会に届出してください。

届出の必要な調理師さん

1．飲食店営業、喫茶店営業、魚介

　類販売業、そうざい製造業
2．病院、学校、寄宿舎、社会福祉

　施設、老人保険施設、矯正施設、

　その他多数の人に飲食物を調理

　して供与している施設

3．1．2の営業店、施設に就業し

　ている調理師さん
　平成8年12月31日現在の状況を書

いて平成9年1月6日より16日（土、

日、祭日を除く）受付時問午前10時

より午後4時（時間厳守）までに埼

玉県熊谷保健所に届出てください。

（郵送でも受け付けます。）

　届出用紙は各保健所、調理師会に

設置されています。

ハ　　パ　　　　　　　　パ

光芳　　利
則和　　夫
）　　）　　　　　　　　）

載
磯
磯
夷
嵐
竜
勇
聾
載
毒
豊
磯
慰
際
毒

戸
籍
だ
よ
り

毒
聾
毒
轟
鼻
轟
童
舞
轟
載
毒
動
蓋
妻
騒
艦
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と
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（
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V

十
月
中
届
出

成
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レ
　
も
ゆ
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真
保
　
智
行
　
　
男
子
　
　
（
利
夫
）

上
新
田

　
　
　
ち
　
　
な
　
　
み

　
新
井
千
奈
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女
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（
芳
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う
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い

　
小
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平
　
　
男
子
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12，640
町民のうごき

12，630一

12，620一

人／戸

一二／z”

♂

／

3，760一

3，750一

3，740
8月　9月　10月　11月

11月1日現在

加
男
女
蹄

12，637人

6，193人

6，444人

3，761世帯

十16

十9

十7

十6

平成8年　救急車出動状況

救急出動状況 10　月 累　計

交　　　　　　　通 4件 55件

一　般　　負　傷 1件 23件

急　　　　　　病 13件 138件
そ　　　の　　　他 3件 26件

合　　　　　　計 21件 242件
（11）



　　　　みず　　　き
山　田　瑞　季ちゃん㊧

　平成8年2月13日生

磯灘究瓠1、
　いたずらばかりしている

瑞季。散歩が大好きでベビ

ーカーに乗るとニコニコし

ている。誰にでも優しくで

きる子でいてほしいです。

　　　　ゆう　　　すけ

小山佑介ちゃん㊥
　平成8年4月20日生

噺響款中央
　甘えん坊で泣き虫の佑介。

いつも、家の中を転がって

遊んでいます。

　元気で明るく優しい子に

なってほしいです。

　　　　せい　　　　や
田　島　聖　也ちゃん㊥

　平成7年12月29日生

両親／麟究押切

　こんにちは、ボク聖也で

す。家では泣き虫だけど、

笑ってくれる人にはボクも

笑顔で答えるよ！見かけた

らヨロiシクネ！！

　　　　ま　　　　み

吉野真美ちゃん＠
　平成8年4月り日生

両親｛諜究中央

　「私は、お部屋を散らか

すのが上手。おこられたっ

て私の笑顔でO　Iくよ剣

　いつでも笑顔を忘れない

子に育ってほしいです。
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▼
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方

①
人
参
を
す
り
、
し
ぽ
り
汁
と
身
と
に

　
分
け
て
、
汁
の
分
量
を
計
り
ま
す
。

②
コ
ン
ニ
ャ
タ
は
皮
を
き
れ
い
に
む
き
、

　
細
か
く
切
り
ま
す
。
水
一
・
三
尼
（
人

　
参
の
汁
の
分
量
を
引
く
）
を
加
え
一

　
緒
に
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
ま
す
。

③
人
参
の
汁
と
②
を
鍋
に
入
れ
、
弱
火

　
で
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
七
分
程
煮
ま
す
。

　
①
の
人
参
の
身
を
加
え
、
さ
ら
に
約

　
十
分
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
煮
ま
す
。

④
火
か
ら
お
ろ
し
、
熱
湯
で
溶
い
た
ソ

　
ー
ダ
ま
た
は
石
灰
を
全
体
に
振
り
か

　
け
る
様
に
入
れ
、
手
早
く
か
き
ま
ぜ
、

　
上
を
平
に
な
ら
し
て
固
め
ま
す
。

⑤
十
分
程
置
い
て
、
固
ま
っ
て
き
た
ら

　
上
面
に
水
を
入
れ
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
回

　
し
な
が
ら
、
取
り
出
し
ま
す
。

⑥
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、
た
っ
ぷ
り

　
の
湯
で
二
回
ゆ
で
こ
ぽ
し
、
水
に
つ

　
け
て
ア
ク
を
抜
き
ま
す
。

　
行
く
年
、
来
る
年
を
告
げ
る
除
夜
の

鐘
。
聞
く
人
の
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
　
「
来
年
こ
そ
は
」
と
心
に
誓
う
気

持
ち
は
皆
同
じ
で
し
ょ
う
。
海
外
で
年

越
し
を
し
た
人
が
「
N
H
K
の
国
際
放

送
『
ラ
ジ
オ
日
本
』
で
除
夜
の
鐘
を
聞

い
た
と
き
に
は
感
激
し
ま
し
た
。
日
本

に
い
た
と
き
は
何
と
な
く
聞
き
流
し
て

い
ま
し
た
が
、
外
国
で
聞
く
と
ジ
ー
ン

と
き
ま
す
ね
」
と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。

除
夜
の
鐘
は
、
煩
悩
を
除
く
た
め
に
そ

の
数
だ
け
鐘
を
打
つ
の
だ
そ
う
で
す
。

　
で
は
、
百
八
回
も
の
鐘
を
だ
れ
が
突

く
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
自
動
的
に
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
は
と

思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
一
つ
ず
つ
心
を
こ
め
て
突
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
最
初
の
］
突
き
は
住

職
が
、
そ
の
あ
と
信
者
た
ち
が
一
つ
ず

つ
突
く
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
に
し
て
も
、
百
八
つ
の
鐘
は
何
時
に

突
く
の
で
し
ょ
う
か
。
新
年
の
午
前
零

時
に
突
き
始
め
る
寺
。
あ
る
い
は
、
百

七
つ
は
旧
年
中
に
最
後
の
一
つ
が
年
が

改
ま
る
合
図
と
い
う
寺
。
ま
た
、
百
八

つ
の
半
分
は
旧
年
中
に
、
残
り
を
新
年

に
と
い
う
寺
も
あ
り
ま
す
。
除
夜
の
鐘

に
ま
つ
わ
る
風
習
も
各
地
に
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
　
「
除
夜
の
鐘
を
聞
か
ず
に

寝
る
と
し
わ
が
増
え
る
」
　
「
掛
け
売
り

の
取
立
て
は
除
夜
の
鐘
が
鳴
り
だ
す
前

に
」
な
ど
と
い
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。

（12）




